
                   

  

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
後
期
、
一
八
〇
〇

年
頃
に
測
量
さ
れ
て
描
か
れ
た
逗
子
で

す
。
江
戸
時

代
は
、
五
街

道
（
東
海
道
・

中
山
道
・
日

光
道
中
・
奥

州
道
中
・
甲

州
道
中
）
を

中
心
と
し
て

道
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
し

た
。
五
街
道

か
ら
分
か
れ

て
各
地
に
行

く
道
を
脇
街

道
と
い
い
ま

し
た
。
東
海

道
の
脇
街
道
の
一
つ
に
、
逗
子
を
通
り

抜
け
る
浦
賀
道
（
う
ら
が
ど
う
）
が
あ
り

ま
し
た
。
幕
府
は
、
脇
街
道
も
含
め
た
五

街
道
の
測
量
図
の
作
成
を
命
じ
、
文
化

３
年
（
一
八
〇
六
）
に
測
量
絵
巻
『
五
海

道
其
外
分
間
延
絵
図
並
見
取
絵
図
』[

国

指
定
重
要
文
化
財
・
通
称
『
五
街
道
分
間

延
絵
図
（
ご
か
い
ど
う
ぶ
ん
け
ん
の
べ

え
ず
）』]

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
測
量

絵
図
は
全
九
十
一
巻
、
縦
幅
は
約
60
㌢
、

長
さ
は
15
㍍
の
も
の
か
ら
30
㍍
の
も

の
ま
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
巻
に

浦
賀
道
を
描
い
た
『
浦
賀
道
見
取
絵
図
』

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
絵
図
に
は
逗
子
の

小
坪
村
、
久
野
谷
村
、
桜
山
村
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
浦
賀
道
を
た

ど
り
な
が
ら
、
当
時
の
三
浦
半
島
の
交

通
と
、
人
々
の
生
活
に
思
い
を
馳
せ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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五
街
道
分
間
延
絵
図
』 

逗子の浦賀道（うらがどう） 
～江戸期 三浦半島の交通と人々の生活～ 
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三
浦
半
島
の
道
は
、
か
つ
て
幕
府
の

あ
っ
た
鎌
倉
を
中
心
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
半
島

の
先
端
に
あ
る
浦
賀
や
三
崎
を
終
点
と

す
る
浦
賀
道
や
三
崎
道
が
整
え
ら
れ
ま

し
た
。
浦
賀
と
三
崎
が
流
通
や
海
防
に

お
い
て
重
要
拠
点
に
な
っ
た
こ
と
に
加

え
、
享
保
５
年
（
一
七
二
〇
）
に
は
奉
行

所
が
下
田
か
ら
浦
賀
に
移
り
、
江
戸
と

の
往
来
が
増
え
た
た
め
で
す
。
19
世
紀

に
な
っ
て
異
国
船
へ
の
警
戒
が
強
化
さ

れ
る
と
、
ま
す
ま
す
浦
賀
が
重
要
な
場

所
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

江
戸
か
ら
陸
路
で
三
浦
半
島
に
入
り
、

浦
賀
ま
で
の
道
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
浦
賀
に
行
く
た
め
に
は
、
東
の
金
沢

道
・
浦
賀
道
と
、
西
の
鎌
倉
道
・
浦
賀
道

の
二
通
り
が
あ
り
ま
し
た
。
東
の
浦
賀

道
は
、
東
海
道
の
保
土
ヶ
谷
宿
で
分
か

れ
て
金
沢
（
現
・
横
浜
市
金
沢
区
）
を
経

て
浦
賀
へ
と
至
る
半
島
の
東
側
を
通
る 

   

         

道
で
す
。
江
戸
か
ら
十
七
里
半
と
距
離

は
短
い
で
す
が
、
金
沢
か
ら
浦
賀
へ
の

陸
路
は
山
が
多
く
難
所
の
連
続
で
し
た
。 

西
の
浦
賀
道
は
、
東
海
道
の
戸
塚
宿

で
分
か
れ
て
鎌
倉
か
ら
小
坪
（
現
・
逗
子

市
）、
堀
内
（
現
・
葉
山
町
）
を
経
て
三

浦
半
島
を
横
断
し
、
大
津
（
現
・
横
須
賀

市
）
を
通
っ
て

浦
賀
へ
通
じ

る
道
で
す
。
江

戸
か
ら
十
九

里
と
東
の
浦

賀
道
よ
り
距

離
は
長
く
な

っ
て
い
ま
す
。

『
浦
賀
道
見

取
絵
図
』
に
は

こ
ち
ら
の
浦

賀
道
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
を
通
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
西
の
浦
賀
道
が
当
時
の
一

般
的
な
道
筋
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

三
浦
半
島
の
主
な
道 

近世の三浦半島の道 

浦賀 

東の浦賀道 

三崎 

西の浦賀道 

三崎道 

保土ヶ谷 

戸塚 

鎌
倉
道 

鎌倉道 
鎌倉 

三
崎
道 

金
沢
道 

横須賀 

大津 

『日本歴史地名体系

14 神奈川県の地名』

（平凡社）巻末、「近世

交通図」の一部に加筆 



 
浦
賀
道
は
逗
子
を
ど
の
よ
う
に
通
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。『
浦
賀
道
見
取

絵
図
』
に
よ
る
と
、
名
越
切
通
～
久
野
谷

村
（
現
在
の
久
木
）
～
現
在
の
新
宿
ま
で

含
む
小
坪
村
～
旧
・
田
越
橋
（
現
・
富
士

見
橋
）
～
桜
山
村
～
鐙
摺
～
葉
山
と
い

う
道
筋
で
す
。
近
代
の
開
発
に
よ
り
、
当

時
の
浦
賀
道
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
は
い

ま
せ
ん
。
現
在
の
逗
子
で
は
、
お
お
よ
そ

名
越
切
通
～
亀
ヶ
岡
団
地
～
久
木
新
道

バ
ス
停
付
近
～
久
木
郵
便
局
付
近
～
新

宿
～
富
士
見
橋
（
旧
・
田
越
橋
）
～
鐙
摺

～
葉
山
と
い
う
道
筋
に
な
り
ま
す
。 

浦
賀
道
の
一
部
で
あ
る
旧
・
田
越
橋

は
、『
郷
土
誌
さ
く
ら
や
ま
』
に
よ
る
と
、

安
永
２
年
（
一
七
七
三
）
の
『
村
明
細
帳

記
録
』
に
記
載
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
明

和
年
間
（
一
七
六
四
～
七
一
）
に
初
め
て

架
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。 

        

旧
・
田
越
橋
は
、
何
度
も
架
け
替
え
と

破
損
、
時
に
は
大
破
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。
当
時
の
海
岸
線
は
現
在
よ
り
内
陸

で
あ
っ
た
た
め
、
潮
風
を
ま
と
も
に
受

け
た
こ
と
に
加
え
、
多
く
の
人
々
の
利

用
に
耐
え
て
き
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま

す
。
明
治
17
年
（
一
八
八
四
）
に
橋
が

流
失
し
、
上
流
に
現
・
田
越
橋
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。
明
治
27
年
（
一
八
九
四
）

に
旧
・
田
越
橋
が
あ
っ
た
所
に
橋
が
架

け
直
さ
れ
た
際
、「
富
士
見
橋
」
と
名
づ

け
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

道
が
整
備
さ
れ
る
と
共
に
、
継
立
場

（
つ
ぎ
た
て
ば
）
と
助
郷
（
す
け
ご
う
）

組
合
の
制
度
も
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
継

立
場
と
は
、
人
や
荷
物
が
速
や
か
に
通

行
で
き
る
よ
う
に
人
足
や
馬
が
提
供
さ

れ
る
場
所
、
助
郷
と
は
継
立
場
で
の
人

馬
の
補
充
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
幕
府

の
命
に
よ
る
公
的
通
行
へ
の
人
馬
の
提

供
は
、
無
償
か
安
価
な
代
償
の
み
で
し

逗
子
の
浦
賀
道 

浦
賀
道
の
継
立
場 

多々良四郎著「三浦半島への古

道をたどる」より 

「田越浜図」［天保 3 年（1832）頃］ 

『相模国風土記稿』より 

 



た
が
、
村
の
人
々
は
本
業
の
農
作
業
な

ど
を
中
断
し
て
継
立
業
務
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

三
浦
半
島
内
の
ほ
と
ん
ど
の
村
は
、

継
立
場
村
か
助
郷
村
に
割
り
当
て
ら
れ

ま
し
た
。
逗
子
で
は
小
坪
村
に
継
立
場

が
置
か
れ
、
久
野
谷
、
山
野
根
、
逗
子
、

桜
山
、
堀
内
、
一
色
の
六
村
が
小
坪
村
の

助
郷
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
沼
間
村
は
、

東
の
浦
賀
道
の
継
立
場
の
横
須
賀
村
の

助
郷
村
で
し
た
。
鎌
倉
・
英
勝
寺
領
の
池

子
村
と
、
鎌
倉
・
光
明
寺
領
の
柏
原
村

（
現
在
の
久
木
の
一
部
）
は
、
寺
領
の
た

め
継
立
業
務
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

幕
末
に
は
海
防
警
備
が
強
化
さ
れ
、

三
浦
半
島
の
村
人
た
ち
は
ま
す
ま
す
人

馬
継
立
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
小
坪
村
は
三
崎
道
と
浦
賀
道
の
岐

路
の
手
前
に
あ
る
た
め
、
両
方
の
道
へ

人
馬
供
出
の
負
担
が
あ
っ
た
こ
と
に
加

え
、
鎌
倉
・
雪
ノ
下
村
の
助
郷
と
し
て
の

役
割
も
加
わ
り
、
経
済
的
に
苦
し
い
状

況
で
し
た
。
人
馬
継
立
の
要
求
増
に
対

し
、
他
の
村
々
と
力
を
合
わ
せ
て
最
大

限
に
抵
抗
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
い

く
つ
も
の
嘆
願
書
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、『
逗
子
市
史
資
料
編
』
や
『
逗

子
市
誌
』
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 

    

 

老
中
・
松
平
定
信
も
浦
賀
道
を
通
っ

て
逗
子
を
訪
れ
ま
し
た
。
定
信
は
、
絵
師

の
谷
文
晁
（
た
に
・
ぶ
ん
ち
ょ
う
）
を
記

録
係
と
し
て
伴
い
、
沿
岸
調
査
の
た
め
、

寛
政
５
年
（
一
七
九
三
）
に
相
模
、
伊
豆
、

三
浦
半
島
の
海
岸
を
巡
見
し
ま
し
た
。

そ
の
記
録
が
『
公
余
探
勝
図
（
こ
う
よ
た

ん
し
ょ
う
ず
）
』
で
す
。
相
模
、
伊
豆
の

諸
所
七
十
九
景
の
中
に
、
逗
子
の
久
野

谷
村
と
鐙
摺
浜
の
風
景
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
風
景
画
の
複
製
は
、
図

書
館
に
所
蔵
し
て
い
る
資
料
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

～
・
～
・
～ 

  

 

浦
賀
道
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々 
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な
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考
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・
多
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古
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